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中
学
校
に
お
け
る
武
道
必
修
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
で
は
、
青
少
年
の
育
成
と
人
間
形
成
を
図
る
上
で
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
武
道
が
貢
献
し
て
き
た
。
国
技
と
し
て
の
相

撲
や
、
今
や
国
際
ス
ポ
ー
ツ
に
発
展
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
種
目
に
も
な
っ
た
柔
道
、
武
士
道
と
い
う
精
神
を
受
け
継
い
で
き

た
剣
道
を
始
め
、
武
道
に
も
様
々
な
種
目
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
我
が
国
が
ス
ポ
ー
ツ
立
国
を
目
指
す
上
で
も
、
武
道
が
極

め
て
重
要
と
考
え
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
自
公
政
権
の
と
き
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
を
改
訂
し
、
中
学
校
保
健
体
育
で
の
武

道
必
修
化
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
完
全
実
施
を
決
定
し
、
こ
れ
ま
で
関
連
予
算
措
置
を
含
め
、
準
備

を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
政
権
交
代
に
よ
る
鳩
山
内
閣
で
の
予
算
案
を
見
る
と
、
大
幅
な
後
退
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

鳩
山
内
閣
は
、
武
道
の
重
要
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

二

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
の
完
全
実
施
に
向
け
、
自
公
政
権
時
の
中
学
校
武
道
場
の
整
備
促
進
を
図
る
べ
く
、
平
成
二
十
一

年
度
予
算
額
と
し
て
、
公
立
中
学
校
関
係
で
は
四
十
億
二
千
六
百
万
円
、
私
立
中
学
校
関
係
で
は
七
千
三
百
万
円
余
、
ま

た
、
政
権
を
交
代
す
る
前
の
自
公
に
よ
る
平
成
二
十
二
年
度
概
算
要
求
で
は
、
公
立
中
学
校
関
係
で
は
八
十
二
億
三
千
八
百

万
円
、
私
立
中
学
校
関
係
で
は
一
億
六
千
七
百
万
円
余
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
民
主
党
を
中
心
と
し
た
鳩
山
内
閣
が
今

一



国
会
に
提
出
す
る
平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
を
見
る
と
、
公
立
中
学
校
関
係
で
三
十
四
億
三
千
三
百
万
円
、
私
立
中
学
校
関

係
で
七
千
万
円
余
と
な
っ
て
お
り
、
自
公
政
権
時
代
の
概
算
要
求
か
ら
見
て
も
、
公
立
・
私
立
合
算
し
て
比
較
す
る
と
、
半

分
以
下
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
二
十
一
年
度
予
算
よ
り
も
、
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
武
道
を
安
全
且
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
方
針
に
、
逆
行
す
る
の
で
は
な
い
か
。

三

二
に
述
べ
た
予
算
の
大
幅
削
減
を
打
ち
出
し
た
鳩
山
内
閣
に
お
い
て
、
予
定
通
り
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
の
、
中
学
校
に

お
け
る
武
道
の
必
修
化
は
完
全
実
施
出
来
る
の
か
。
出
来
な
い
と
す
れ
ば
、
目
標
年
度
を
変
更
し
た
り
、
市
町
村
や
学
校
法

人
、
ま
た
保
護
者
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
か
。

四

平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
の
中
で
「
中
学
校
で
必
修
と
な
る
武
道
等
を
円
滑
に
実
施
出
来
る
よ
う
、
地
域
の
指
導
者
・
団

体
等
の
協
力
や
地
域
の
武
道
場
等
の
活
用
を
通
じ
て
、
学
校
に
お
け
る
武
道
等
の
指
導
の
充
実
を
図
る
」
と
あ
る
が
、
予
算

額
は
い
く
ら
で
、
そ
し
て
そ
の
額
は
、
中
学
校
武
道
の
必
修
化
に
向
け
、
十
分
と
考
え
て
い
る
か
。

五

生
徒
個
人
に
と
っ
て
武
道
に
必
要
な
防
具
や
柔
道
着
・
空
手
着
・
廻
し
等
の
費
用
に
対
し
、
交
付
税
措
置
を
す
る
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
予
算
は
十
分
と
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
や
学
校
の

判
断
に
任
せ
る
の
か
。
つ
ま
り
、
市
町
村
別
や
学
校
別
に
よ
っ
て
保
護
者
負
担
が
発
生
し
た
り
、
保
護
者
負
担
の
割
合
が
大

二



き
く
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

六

中
学
校
で
の
武
道
完
全
必
修
化
に
向
け
、
各
武
道
関
係
団
体
の
ご
理
解
と
ご
支
援
も
重
要
と
考
え
る
が
、
関
連
予
算
を
大

幅
に
削
減
す
る
鳩
山
内
閣
は
、
各
武
道
団
体
へ
の
ご
説
明
と
ご
理
解
を
頂
く
努
力
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


